
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル

の
発
射
は
、
世
界
と
地
域
の
平
和

や
安
定
に
と
っ
て
重
大
な
脅
威
で

あ
り
、
国
連
安
保
理
決
議
な
ど
に

違
反
す
る
暴
挙
で
す
。
通
告
も
な

し
に
日
本
列
島
の
上
空
を
飛
び
越

え
る
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
は
、
き
わ

め
て
危
険
な
行
為
で
あ
り
絶
対
に

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
間
、
世
界
で
は
、
マ
テ
ィ

ス
米
国
防
長
官
と
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン

国
務
長
官
が
、
「
米
国
は
北
朝
鮮

と
交
渉
す
る
意
思
が
あ
る
」
と
表

明
し
、
韓
国
の
文
在
寅
（
ム
ン
ジ
ェ

イ
ン
）
大
統
領
も
同
様
の
発
言
を

行
う
な
ど
、
対
話
に
よ
る
解
決
の

模
索
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
に
逆
行
す
る
行
為
で
す
。

志
位
和
夫
委
員
長
は
声
明
で
、

「
世
界
と
地
域
の
平
和
と

安
定
を
破
壊
し
、
お
び
た

だ
し
い
犠
牲
を
も
た
ら
す

軍
事
衝
突
は
絶
対
に
回
避

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
。
北
朝
鮮
に
対
し

て
、
こ
れ
以
上
の
軍
事
的

な
挑
発
を
中
止
す
る
こ
と

を
厳
重
に
求
め
る
と
と
も

に
、
国
際
社
会
お
よ
び
関

係
国
に
対
し
て
、
経
済
制

裁
の
厳
格
な
実
施
・
強
化

と
一
体
に
、
対
話
に
よ
る

解
決
の
道
を
粘
り
強
く
追

求
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
本
政
府
は
「
対
話
の

た
め
の
対
話
は
意
味
が
な
い
」「
非

核
化
の
意
思
と
行
動
を
北
朝
鮮
が

出
す
ま
で
は
圧
力
の
時
」
な
ど
と

し
て
い
ま
す
が
、
対
話
を
求
め
る

国
際
的
な
流
れ
か
ら
か
け
離
れ
て

い
ま
す
。
安
倍
首
相
も
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
に
た
い
し
て
「
い
ま
は

圧
力
を
さ
ら
に
高
め
る
時
だ
」
と

述
べ
、
防
衛
省
は
来
年
度
予
算
の

概
算
要
求
に
陸
上
配
備
型
の
迎
撃

ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス
・

ア
シ
ョ
ア
」
の
導
入
を
要
求
す
る

な
ど
、
北
朝
鮮
へ
の
軍
事
的
圧
力

を
強
め
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
「
軍
事
対
軍
事
」
の
悪

循
環
に
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

絶
対
に
犠
牲
を
出
さ
な
い
た
め

に
軍
事
衝
突
を
避
け
、
国
際
社
会

と
協
力
し
て
対
話
を
実
現
す
る
こ

と
に
こ
そ
解
決
の
道
が
あ
り
ま
す
。

「
対
話
の
た
め
の
対
話
は
意
味

が
な
い
」
と
切
り
捨
て
る
の
で
は

な
く
、
「
意
味
あ
る
対
話
」
を
引

き
出
す
た
め
の
対
話
や
、
「
緊
張

緩
和
の
た
め
の
対
話
」
を
目
指
し

て
努
力
す
べ
き
で
す
。
「
圧
力
」

の
目
的
も
、
北
朝
鮮
を
対
話
の
場

に
引
き
出
す
た
め
の
圧
力
で
あ
る

べ
き
で
す
。

８
月
５
日
に
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
た
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の

制
裁
決
議
は
、
対
話
を
通
じ
た
解

決
を
目
指
す
国
の
努
力
を
歓
迎
し

て
お
り
、
日
本
政
府
は
決
議
を
全

面
的
に
履
行
す
る
努
力
を
す
べ
き

で
す
。
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い
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経
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産
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省
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環
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聞
き
取
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祭
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新
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聞
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取
り
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藤
議
員
な
ど

と
オ
ス
プ
レ
イ
の
暫
定
配
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で
防
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聞
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取

り
／
生
活
と
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を
守
る

会
の
会
議
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９
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加
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丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

国
際
社
会
で
も
対
話

に
よ
る
解
決
広
が
る

安倍内閣が秋の臨時国会に提出をねらう「働き方改革」関連

法案要綱の審議が８月３０日、労働政策審議会（厚生労働大臣

の諮問機関）の分科会で始まりました。

本来、法案はそれぞれを議案として、十分時間を取って審議

するのが当たり前です。ところが厚生労働省は、継続審議に

なっている「残業代ゼロ法案」と、新たに提出する「残業時間

の上限規制法案」を一本化して質問時間を抑制し、審議を早め

る考えを表明。労働組合や野党が反対している法案を強引に押

し付ける姿勢を示しました。

労働者側委員は「長時間労働を助長しかねない」法案の審議

は慎重にすべきと一本化に強く反対を表明しました。

一方、経団連などの使用者側は、「生産性向上のため多様で

柔軟な働き方が必要」として一本化を支持しました。

「残業代ゼロ法案」は、労働時間規制をなくす「高度プロ

フェッショナル制度」の導入と、何時間働いても一定時間しか

働いたことにならない裁量労働の拡大を盛り込んでいます。

労働側は、いまでも裁量労働は要件が守られず長時間労働に

なっているとして、対象拡大など論外だと批判しました。

厚労省前では、全労連、全労協などでつくる雇用共同アク

ションと連合が相次いで集会を開き、「高度プロフェショナル

制度と裁量労働の拡大は認められない」「過労死ラインを容認

する残業の上限規制は見直しが必要」と訴えました。

北
朝
鮮
が
８
月
２
９
日
の
朝
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
が
「
北
朝

鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
厳
し
く
抗
議
す
る
―
―
対
話
に
よ

る
解
決
に
逆
行
す
る
行
為
を
中
止
せ
よ
」
と
の
談
話
を
発
表
し

ま
し
た
。

対
話
に
背
を
向
け
る

日
本
政
府

対
話
の
場
に
引
き
出

す
た
め
の
圧
力
を


